
月
下
旬
、「
第
66
回
国
連
総
会
」
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
、
日

本
か
ら
野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
、
玄
葉

光
一
郎
外
務
大
臣
ら
が
出
席
し
た
。

　
野
田
総
理
に
と
っ
て
初
の
外
遊
の
場
と

な
っ
た
今
回
の
国
連
総
会
。
一
般
討
論
演

説
に
登
壇
し
た
野
田
総
理
は
、
冒
頭
、
東

日
本
大
震
災
に
際
し
て
世
界
中
よ
り
示
さ

れ
た
友
情
と
連
帯
に
謝
意
を
表
明
。
復
旧
・

復
興
に
最
優
先
に
取
り
組
み
、
一
日
も
早

い
日
本
の
再
生
を
実
現
し
て
い
く
決
意
を

示
し
た
。

　
ま
た
野
田
総
理
は
、
世
界
経
済
の
成
長

へ
の
貢
献
に
つ
い
て
言
及
。「
日
本
は
途
上

国
の
『
国
づ
く
り
』
や
『
人
づ
く
り
』
を

通
じ
て
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
協
力
し
て

き
た
。
経
済
成
長
の
原
動
力
と
な
る
中
間

層
を
育
て
る
に
は
、
一
人
一
人
が
能
力
を

向
上
さ
せ
、
そ
れ
を
遺
憾
な
く
発
揮
で
き

る
よ
う
な
社
会
基
盤
の
形
成
が
必
要
」
と

述
べ
た
上
で
、
引
き
続
き
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
積
極
的
に
活
用
し
、
途
上
国

支
援
を
行
っ
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

　
ま
た
防
災
に
関
し
て
は
、
度
重
な
る
自

然
災
害
を
経
験
し
、
世
界
各
地
で
災
害
支

援
を
行
っ
て
き
た
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、「
で

き
る
貢
献
が
あ
る
」
と
し
、
そ
の
第
一
歩

と
し
て
来
年
、
被
災
地
の
東
北
で
国
際
会

議
を
開
催
す
る
こ
と
を
表
明
。
ま
た
２
０

１
５
年
の
「
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
」

を
日
本
に
招
致
し
、
災
害
に
強
い
社
会
の

構
築
に
向
け
て
、
国
際
社
会
で
主
導
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
考
え
を
述
べ

た
。

　
そ
の
他
、
ソ
マ
リ
ア
沖
の
海
賊
問
題
、

テ
ロ
根
絶
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
国
づ
く
り
と

平
和
の
定
着
、「
ア
フ
リ
カ
の
角
」
地
域
の

干
ば
つ
問
題
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域

9

震災を乗り越え、
世界に貢献する日本

 MDGs

国際会議

の
民
主
化
の
動
き
に
対
す
る
支
援
を
表
明

し
た
。
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
韓
国
な
ど

の
各
首
脳
、
潘
基
文
国
連
事
務
総
長
な
ど

と
の
会
談
も
行
っ
た
。

　
一
方
、
玄
葉
外
務
大
臣
は
原
子
力
安
全

及
び
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
国
連
ハ

イ
レ
ベ
ル
会
合
、
軍
縮
・
不
拡
散
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
第
３
回
外
相
会
合
、
ミ
レ
ニ
ア

ム
開
発
目
標
閣
僚
級
非
公
式
会
合
に
お
い

て
共
同
議
長
と
し
て
議
論
を
主
導
し
た
ほ

か
、
中
東
情
勢
や
ア
フ
リ
カ
情
勢
に
関
す

る
各
種
会
合
、
安
保
理
改
革
に
関
す
る
Ｇ

４
（
日
本
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ド
イ
ツ
、
イ
ン
ド
）

外
相
会
合
な
ど
に
出
席
し
た
。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
、パ
キ
ス
タ
ン
、エ
ジ
プ
ト
、ロ
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
リ
ビ

ア
、
韓
国
の
各
外
相
と
の
会
談
も
行
っ
た
。

　
玄
葉
外
務
大
臣
は
、
国
連
総
会
に
合
わ

せ
て
開
か
れ
た
「
ア
フ
リ
カ
の
角
」
へ
の

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」

の
達
成
期
限
ま
で
あ
と
４
年
。こ
れ

ま
で
国
際
社
会
が
一
丸
と
な
り
取
り
組
み

を
続
け
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
１
９
９
０
年

当
時
に
比
べ
て
状
況
が
改
善
さ
れ
て
い
る

分
野
も
多
い
。一
方
で
、
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
の
高
騰
や
世
界
金
融
危
機
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
り
、
目
標
の
達
成
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
る
分
野
も
あ
る
。そ
の
一
つ

が
、「
乳
幼
児
死
亡
率
の
削
減
」、「
妊
産
婦
の

健
康
の
改
善
」、「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
マ
ラ

リ
ア
、
そ
の
他
の
疾
病
の
ま
ん
延
防
止
」
を

目
標
に
掲
げ
て
い
る
保
健
分
野
だ
。

　
例
え
ば
、
５
歳
未
満
児
の
死
亡
率
は
１
２

５
０
万
人（
90
年
）か
ら
約
８
１
０
万
人（
２

０
１
１
年
）
に
ま
で
減
少
す
る
な
ど
、
一
定

の
成
果
は
見
ら
れ
る
。だ
が
、
多
く
の
子
ど

も
が
生
後
１
カ
月
以
内
に
予
防
・
治
療
が

可
能
な
病
気
で
命
を
落
と
し
て
い
る
中
で
、

残
り
４
年
で
「
５
歳
未
満
児
の
死
亡
率
を
１

９
９
０
年
の
水
準
の
３
分
の
１
に
削
減
さ

せ
る
」
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
日
本
は
、
昨
年
の
「
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
国

連
首
脳
会
合
」
で
、
２
０
１
１
年
か
ら
の
５

年
間
で
50
億
ド
ル
の
資
金
供
与
を
含
む
「
新

国
際
保
健
政
策
」
を
発
表
、
支
援
強
化
を
打

ち
出
し
た
。ま
た
、
今
年
６
月
に「
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
合
」
を
、
９
月
の
国
連

総
会
で
は
「
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
閣
僚
級
非
公
式
会

合
」
を
開
催
し
、
国
際
社
会
の
取
り
組
み
を

主
導
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
９
月
16
日
に

は
外
務
省
国
際
協
力
局
に
「
国
際
保
健
政
策

室
」
が
設
置
さ
れ
た
。支
援
体
制
を
整
え
た

上
で
、
す
で
に
効
果
の
上
が
っ
て
い
る
保
健

サ
ー
ビ
ス
・
施
策
の
拡
大
や
他
の
開
発
パ

ー
ト
ナ
ー
と
の
連
携
を
進
め
、
よ
り
効
率

的
・
効
果
的
な
協
力
を
行
っ
て
い
く
計
画

だ
。

「
ミ

人
道
支
援
に
関
す
る
閣
僚
レ
ベ
ル
・
ミ
ニ
・

サ
ミ
ッ
ト
に
も
出
席
。
こ
れ
は
、
過
去
60

年
で
最
悪
と
い
わ
れ
る
干
ば
つ
に
よ
り
、

「
ア
フ
リ
カ
の
角
」
４
カ
国
（
ソ
マ
リ
ア
、

ケ
ニ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ジ
ブ
チ
）
で
１

３
３
０
万
人
が
食
糧
不
足
に
直
面
し
、
多

数
の
難
民
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
受
け

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
潘
基
文
国
連
事

務
総
長
と
４
カ
国
の
首
脳
な
ど
が
演
説
し
、

同
地
域
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
を
要
請
し
た
。

玄
葉
外
務
大
臣
は
、「
東
日
本
大
震
災
の
際

に
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
表
明
さ
れ
た
温
か

い
連
帯
の
気
持
ち
に
応
え
る
た
め
に
も
、

日
本
と
し
て
深
刻
な
干
ば
つ
被
害
へ
の
対

策
を
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
協
力
し
て
進
め
て

い
き
た
い
」
と
発
言
。
今
年
す
で
に
供
与

し
て
い
る
１
億
ド
ル
近
い
支
援
に
加
え
、

今
後
新
た
に
約
２
１
０
０
万
ド
ル
の
食
糧

支
援
を
実
施
す
る
旨
を
表
明
し
た
。

達成が危ぶまれる保健分野
日本は積極的に支援！

ミャンマー 

９
８
８
年
か
ら
軍
事
政
権
が
国
を
支

配
し
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
、
こ
の

と
こ
ろ
民
主
化
へ
の
明
る
い
兆
し
が
見
え
始

め
て
い
る
。昨
年
11
月
に
総
選
挙
が
実
施
さ

れ
、
民
主
化
運
動
指
導
者
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・

ス
ー
・
チ
ー
女
史
の
自
宅
軟
禁
措
置
が
解
除
。

さ
ら
に
今
年
に
入
り
軍
政
か
ら
民
政
に
移
管

さ
れ
、約
50
人
の
政
治
犯
が
釈
放
さ
れ
た
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
民
主
的
で
市
場
経
済
に
立

脚
し
た
国
と
し
て
、
ま
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域

の
繁
栄
・
安
定
・
統
合
に
貢
献
す
る
国
と
し

て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
日
本
は
同
国
の

民
主
化
や
貧
困
削
減
、
市
場
経
済
化
の
着
実

な
進
展
が
重
要
と
の
立
場
。外
務
省
は
２
０

０
３
年
以
降
は
緊
急
性
や
人
道
性
の
高
い
案

件
を
除
い
た
新
規
の
Ｏ
Ｄ
Ａ（
政
府
開
発
援

助
）を
基
本
的
に
見
合
わ
せ
て
き
た
が
、
最
近

の
こ
う
し
た
情
勢
の
進
展
を
踏
ま
え
、一
般
市

民
が
直
接
恩
恵
を
受
け
る
基
礎
生
活
分
野

（
B
H
N
）を
中
心
に
支
援
の
幅
を
広
げ
て
い

く
考
え
を
表
明
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
９
月
に
は
、
２
件
の
無
償
資

金
協
力
の
実
施
に
向
け
た
交
換
公
文
の
署
名

が
両
国
間
で
行
わ
れ
た
。一
つ
が
、新
た
な
水

源
開
発
を
行
う
「
中
央
乾
燥
地
村
落
給
水
計

画
」だ
。中
央
乾
燥
地
で
は
雨
水
を
生
活
用
水

と
し
て
利
用
し
て
お
り
、
乾
期
に
な
る
と
枯

渇
し
て
し
ま
う
状
況
に
あ
る
。こ
の
計
画
が

進
め
ば
、
87
村
の
住
民
約
９
万
８
０
０
０
人

に
安
全
な
水
が
継
続
的
に
供
給
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
日
本
へ
の
留
学
を
希
望
す

る
若
手
行
政
官
な
ど
に
奨
学
金
を
給
付
す
る

「
人
材
育
成
奨
学
計
画
」。ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は

２
０
０
０
年
ま
で
大
学
が
断
続
的
に
閉
鎖
さ

れ
て
き
た
た
め
、
将
来
の
国
づ
く
り
を
担
う

優
秀
な
人
材
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。日
本
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
情
勢
を
引
き
続
き

見
守
り
つ
つ
、地
域
の
安
定
と
発
展
に
向
け
、

同
国
を
支
援
し
て
い
く
考
え
だ
。

基礎生活分野を中心に
支援を活性化

第66回国連総会開催

「第66回国連総会」に出席した野田佳彦内閣総理大臣。滞
在期間中は、潘基文国連事務総長とも会談を行った
○c UN Photo/Evan Schneider

期限まであと４年

ミャンマーに民主化の兆し

「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

1

■保健分野のMDGs

■ミャンマーの民主化に向けた動き

水不足が深刻なミャンマーの中央乾燥地で、日本は生活用
水の水源開発を支援予定

生まれたばかりの赤ちゃん（モロッコ）。途上国では予防・治
療可能な病気で多くの乳幼児の命が失われている
（撮影：久野真一）

■国連防災世界会議とは…

■保健■保健分野の分野 MDGs

（撮影：久野真 ）

乳幼児死亡率の削減
●2015年までに5歳未満児の死亡率を1990年
の水準の3分の1に削減させる

妊産婦の健康改善
●2015年までに妊産婦の死亡率を1990年の水
準の4分の1に削減させる
●2015年までにリプロダクティブ・ヘルス（性と生
殖に関する健康）への普遍的アクセスを実現する

HIV／エイズ、マラリア、
その他の疾病のまん延防止
●2015年までにHIV／エイズのまん延を阻止し、
その後減少させる
●2010年までにHIV／エイズの治療への普遍的
アクセスを実現する
●2015年までにマラリアおよびその他の主要な
疾病のまん延を阻止し、その後減少させる

特
徴

関
連
す
る
最
近
の
動
き

過
去
の
開
催

①日本のイニチアチブのもと、141カ国により共同提
　案された国連主催の会議
②国連加盟国、国際機関、NGOなどが参加
③世界の防災戦略などを議論
④日本の災害経験・防災ノウハウを世界に発信

第2回国連防災世界会議（神戸開催）で採択された
「兵庫行動枠組み2005-2010」（5つの優先行動）
の進捗状況を点検・評価し、今後の推進策を検討す
るため、2011年5月、国連主催で「第3回防災グロー
バル・プラットフォーム会合」がジュネーブにて開催。
168カ国の国連加盟国、25の国際機関、65の民間
団体およびNGOなどから2,600名以上が参加。地
方自治体レベルの防災投資の強化など、今後の推進
のための具体的な取り組みが示された。

1994年　第1回会議開催（横浜市）
2005年　第2回会議開催（神戸市）
☆2015年の第3回会議も日本での開催を目指す。

November 2011                        2627                         November 2011

2010年
11月

2011年
1・2月

3月

7・8月

総選挙実施。アウン・サン・スー・チー女
史の自宅軟禁措置が解除

総選挙の結果に基づく国会が召集され、
正副大統領が国会で選出

新政権発足。国名を「ミャンマー連邦」か
ら「ミャンマー連邦共和国」へ変更。国家
平和開発評議会から政権が委譲された

テイン・セイン大統領とスー・チー女史
が会談


